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二二葉葉中中学学校校区区・・舟舟栄栄中中学学校校区区内内  

 

地地域域検検討討会会たたよよりり  

新統合小学校の場所選びがポイント⇒多数が納得できる決め手は？ 

第 3 回小学校地域検討会の報告会 

① 11 月 17 日（土） 午後 2 時～ 二葉コミュニティハウス 

    ② 11 月 20 日（火） 午後 7 時～ 北部コミュニティセンター 

具体的な資料が示され、統合小学校について少しずつ方向が見えてきました。有力な候補

地としては栄小・入舟小が推されています。地域の皆さんからご意見を伺いたいと思います。 

両日とも同じ内容です。ご都合のつく日においてください。 

10月30日(火)に行った第３回小学校地域検討会の概要について、地域の皆様にお知らせいたします。 

前回の検討会において、「将来的に４校を統合する方向で協議を進める」との方向が確認されたこと

を受け、今回の検討会では４校のそれぞれについて統合校となった場合の具体的シミュレーション(児

童数、学級数、施設の状況、経費、要する期間、統合の方法)について協議しました。 

１ 統合を考える場合に前提となること 

 
平成30 年度の推計 427 人 14 学級 工事と学習活動を並行して行うと 

 
  ・音や振動，通風，採光などで問題 

 
どの学校も教室が不足する  ・グラウンドが使用できなくなる 

 
  

 
改築・増築などの工事が必要 工事中は，別の学校を仮校舎として使用 

 

２ ４つの小学校を最終統合校とした場合のそれぞれのシミュレーション 

 ※以下の内容は、あくまでも仮定の話であり、結果を保証するものではありませんのでご注意ください。 

 
豊照小学校 栄小学校  
・今の校舎などはすべて解体 ・不足する教室を増築  
・校舎，体育館，プールを新築 ・プールを解体，グランドを整備  
・プールは新築校舎の屋上に設置 ・プールは増築校舎の屋上に設置  
・整備費用 約25 億円 ・整備費用 約10 億円  
・建築期間 約4 年 ・建築期間 約3 年6 ヶ月  

 

 湊小学校 入舟小学校 
 ・校舎・体育館を解体 ・不足する教室は特別教室を改装 
 ・校舎，体育館を現在地に新築 ・プールを解体し，特別教室棟を増築
 ・グランド，プールは継続使用 ・プールは特別教室棟屋上に設置 
 ・整備費用 約20 億円 ・整備費用 約5 億円 
 ・建築期間 約3 年10 カ月 ・建築期間 約2 年7 ヶ月 



３ 統合方法の 2 つのパターン 

 (1) 段階を踏むパターン            (2) 4校同時に統合するパターン 

                      工事                       工事 

        編入 

                  統合完了                     新校舎 

                                 統合完了    へ引越 

 

 

・A小が閉校しB小と先行して統合、工事終了後3校が統合   ・4小学校が同時に閉校し、Ｂ小学校を仮校舎 

または、A、C校がB小に先行して統合、工事終了後に2校が統合  として統合し、工事終了後に新校舎へ引越 

４ 協議内容 

 検討会において出された主な意見は次のとおりです。 

《資料について》 

・仮校舎を使うとのことだが、教室が足りないのは同じでその場合はプレハブか？ 

 →教室の不足分はプレハブ対応を考え、建てる場所は仮校舎の状況による。 

・仮校舎の中に、２校が閉校せず同時に存続することは可能か？ 

 →中越地震の時など、緊急避難的にそのような状態はあったが、一般的には難しい。 

・２段階で統合した場合、緊急性が高い湊小学校にメリットはあるのか。 

 →２段階でも、４校同時でも最短で平成27年の統合と考えている。あまり差はない。 

《協議》 

・湊小の状況を考えると平成26年の統合を考えられないのか。 

・保護者としてみると早い方がいいが、こうなるという姿がはっきりしていることが重要。 

・統合小学校の場所が一番のポイントとなると思うが、そのあたりの意見をいただきたい。 

・グラウンドと校舎が離れている湊小学校は、統合校としての適地と言えないのではないか。 

・敷地が一番広く、市の中心部に近く立地的にもよい豊照小学校がいいのではないか。 

・１年生に遠い学校まで通学させる必要はなく、校区の中心の入舟小学校でよいと思う。 

・津波などの非常時を考えると、高い位置にある栄小学校がいいのではないか。 

・経済的にも厳しい中、多額の費用をかけるのはどうか。やはり、入舟小学校が良い。 

・中学校が新しくなるのに合わせて、部活など小中が連携してできる栄小がいいと思う。 

・統合校は、費用が一番安く期間も短い入舟小学校で、何も問題がないのではないか。 

・新しい学校を創る意味からも、将来的に小中一貫教育を目指せる栄小学校がふさわしいと思う。 

統合校の候補地として、栄小学校、入舟小学校を軸に、保護者や地域の意見を聞いていく。 

第４回二葉中学校区・舟栄中学校区内小学校地域検討会 

日 時 １１月２８日(水)午後７時～  

場 所 二葉コミュニティハウス 

※この検討会は、地域の皆さんに公開しています。 
 

問い合わせ先：新潟市教育委員会教育総務課企画室 

（二葉中学校区・舟栄中学校区内小学校地域検討会事務局）

(TEL:025-226-3178  FAX:025-230-0401  

 E-mail:somu.ed@city.niigata.lg.jp) 
当日の配布資料や検討会たよりなど関連事項は、 

後日、新潟市のホームページに掲載いたします。 

 

Ａ小 統合小 Ａ小 統合小 

携帯電話などで、二葉中学校

区・舟栄中学校区の学校適正

配置情報をご覧いただけるよ

うになりました。右のＱＲコ

ードをご活用ください。新潟

市のモバイルサイトにアクセ

スします。 

Ｂ小 

Ｃ小 

Ｄ小 

Ｂ小 Ｂ小 統合小 

Ｃ小

Ｄ小


